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６月の貸し出し冊数 

 ６月の 図書室からの本の貸し出し冊数は、４２８６冊 で、昨年度とほぼ同じ冊数でした。 

 今年度は５月に運動会を行ったこともあり、５月の貸し出し数が落ち込んでいましたが、今月は前月を２０００冊程

上回る数になりました。その理由の一つとして、学校だより１２号で紹介した「読書赤白玉入れ」の取組があったと思

います。毎日のように、赤・白の順番が入れ替わり、子供たちの意欲を感じることができました。この取組中だけで、

約４５００冊の貸し出しがありました。読書は、競争ではありませんが、このような取組が本に親しむきっかけになれ

ばと思っています。 

 また、今月は５年生が、約９００冊とよく本を読んでくれていました。高学年で、これだけの冊数を読むのは難しか

ったと思いますが、よくがんばってくれました。 

 前期多読賞者も学校全体で６５人まで増えています。ちなみに、現在、多読賞が最も多い学年は２年生です。 

 夏季休業中も一人３冊ずつ本を貸し出す予定にしています。また、図書室の開館を予定しているので、読書に親

しんでほしいと思います。 

 

 

 

前期前半終了 
 いよいよ２２日（金）から夏休みです。８月２８日（日）までの３８日間になります。現在は、２学期制をとっているの

で、便宜上、夏休みまでを前期前半・夏休み明けを前期後半と呼んでいます。前期は１０月７日（金）までの９８日間

ですので、前期前半と言いながらも７０日間あり、実は、前期の３分の２が終わったことになります。 

 そこで、児童には、夏休み前集会で、次の４点について３段階で自己評価をしてもらうことにしています。 

    

 （１）自分が立てた前期のめあての達成度 

  

 （２）児童に身に付けさせたい３つの資質・能力として掲げているについて、 

    身に付けようとがんばったか。 

     ①「考動力」     ②「協調性」    ③「やりぬく力」 

 

 また、夏休み中もこれらのことを意識しながら、生活してほしいと思っています。きっと、自分が立てためあてを忘

れている子供たちもいるでしょう。しかし、それは子供たちの責任ではありません。忘れさせてしまった指導者側の

課題です。ですから、思い出してもらうためにも、集会で自己評価をしてもらうことにしました。 

 オミクロンＢＡ．５の拡大がとても心配ですが、子供たちが、宿題を早く終わり、夏休みを満喫してくれることを期待

しています。 

   水泳大会 
 １４日（木）・１５日（金）に、学年別に水泳 

大会を実施しました。コロナ感染症対策で 

少人数での実施にしましたが、子供たちは 

楽しんでくれたようです。また、保護者の 

参観を可にしましたので、どの学年も１０人 

程の方が参観されたようで、子供たちは 

喜んでいたと思います。 

 また、横島小の子供たちは、きれいな 

プールで泳げて幸せだと思います。 



 


